クリーンきたかた推進員設置要綱
令和６年４月１日

（趣旨）

第１条　廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号）第５条の８の規定に基づき、ごみの適正処理及び環境意識の普及啓発を推進するため、クリーンきたかた推進員（以下「推進員」という。）を置く。
（推進員）

第２条　推進員は、行政区毎に１人を置くものとする。ただし、世帯数が80世帯以上の行政区は、実情に応じて２人に増員することができる。
（委嘱等）

第３条　推進員は、次に掲げる全てに該当する者で、各行政区長からの推薦に基づき市長が委嘱するものとする。
⑴　推薦を受ける行政区内に住所を有し、居住している者であること。
⑵　居住する行政区内において、定期的に委嘱業務が遂行できる者であること。
⑶　同一人を再度委嘱する場合は、前各号に該当し、かつ、委嘱期間中の業務遂
行状況に特に問題がなかった者であること。
２　前項の規定する各行政区長からの推薦は、クリーンきたかた推進員推薦書（様式第１号）によるものとする。
３　第１項の規定により委嘱された推進員が、止むを得ない事由により変更となる場合、行政区長は、クリーンきたかた推進員変更推薦書（第２号様式）により届け出るものとする。

（任期）

第４条　推進員の任期は、２年とし、再任を妨げない。
２　任期の途中で欠員が生じ、補充された者の任期は、前任者の残任期間とする。
（担当区域）

第５条　推進員の担当業務区域は、（以下「担当区域」という｡）は、当該推進員の居住する行政区とする。

（職務）

第６条　推進員は、担当区域内において、次に掲げる職務を行うものとする。
⑴  ごみの適正な分別及び排出に関すること。
⑵  ごみの不法投棄及び不適正排出の防止等に関すること。

⑶  その他市長が必要と認める事項
（報告等）
第７条　推進員は、活動状況を記録し、上半期及び下半期の活動状況をクリーンきたかた推進員活動報告書（様式第３号）により、市長に報告するものとする。なお、報告期限は次のとおりとする。
⑴　上半期は４月から９月までとし、報告期限は９月末日までとする。
⑵　下半期は10月から３月までとし、報告期限は３月末日までとする。
２　推進員は、不法投棄物を発見した場合は、クリーンきたかた推進員不法投棄物発見報告書（様式第４号）により、市長に報告するものとする。

（解嘱）

第８条　推進員が次のいずれかに該当する場合は、市長は、解嘱できるものとする。
⑴　推進員がその適正を欠くと認められた場合
⑵　推進員から辞退の申出があった場合
（指揮）

第９条　推進員は、市長の指揮を受けるものとする。
（報償）

第10条　推進員に対する報償は、予算の範囲内により年額で支給するものとする。
２　年度中途において委嘱した場合におけるその年度の報償は、委嘱された月から月割りにより算定した額を支給するものとする。
（その他）

第11条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。
附　則
（施行期日）
１　この要綱は、令和６年４月１日から施行する。

２　喜多方市廃棄物減量等推進員設置要綱（平成18年１月４日施行）は、廃止する。

３　喜多方市不法投棄等防止推進員設置要綱（令和２年１月６日施行）は、廃止する。
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